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第 4 章では， 3 次元電磁界問題の有限要素法解析について論じている。まず， 4 面体要素について有効
なベクトル形状関数の構成法を示している o 次lζ，このベクトル形状関数を損失のない任意の共振器の有
限要素法解析に適用し，数値計算例として立方体空胴共振器について検討している。



















かにしており，本手法が 3 次元共振器の解析に有効な有限要素法であることを示している o
(4) ビーム波の伝搬現象を解析するための差分法を用いる新しい数値解法を開発しているo 具体例として，
誘電体テーパ部について数値的に検討し，本手法によって誘電体中のビーム波伝搬現象を容易に解析す
ることができる乙とを明らかにしており 本手法が光集積回路などのデバイスを設計する上で有効な手
法である乙とを示している。
以上のように，本論文は電磁界の有限要素法解析・差分法解析についていくつかの新しい知見を与えて
おり，電磁波工学・光波工学などをはじめとする通信工学の発展に寄与するところが大きい。よって，本
論文は博士論文として価値あるものと認める。
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